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おり，また特定の感覚モダリティにのみ特徴を強く示す者もいる  (Andersen, 
Tiippana, & Sams, 2004; Lane, Dennis, & Geraghty, 2011; Lane, Molloy, & Bishop, 
2014; Lane, Young, Baker, & Angley, 2010)。さらに，感覚・知覚応答特異性が中核
症状と関連することが報告されている   (例えば，Boyd et al., 2010; Ashburner, 
Ziviani, & Rodger, 2008)。また，刺激への感度や時間処理といった感覚・知覚処理に
おける特異性（感覚・知覚処理特異性）と中核症状との関連性についても検討が進ん
でいる (Marco, Hinkley, Hill, & Nagarajan, 2011; Wallace & Stevenson, 2014)。既存
の ASD 特性の生起モデルでは ASD 者は感覚刺激に対する感覚・知覚処理特異性を持
ち，それによって日常生活においても刺激への感覚・知覚応答特異性が生じ，さらに




































































 従来，自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder：ASD）は社会コミュニケ
ーションの困難さや反復的・限局的な興味・行動が中核症状とされ，診断基準となっ
てきた。近年，感覚過敏・鈍麻といった感覚・知覚における応答特異性が診断基準に


























第 3 に，個人差を検証するという観点から，また ASD は被診断者に特異的なもので
はなく，誰しもが強弱をもって傾向を有するスペクトラムであるという考えに基づき
（Baron-Cohen, et al., 2001)，被診断群のみならず定型発達群を対象として広範に可
能な限り多くのデータを収集し，統計的に妥当性・信頼性のある知見を提示してい
る。 
 第 4 に，ASD における感覚・知覚処理の特異性と感覚・知覚応答特異性や中核症状
との間に存在する多面的な結びつきについて明らかにし，既存の考え方・説明を更新
する知見を提供している。 



















第 2 に，ASD における感覚・知覚の特異性や中核症状の背景には，神経生理学的・
脳機能的な特異性が存在する。論文の中でもこの点について議論されているが，研究
手法としては主観・行動指標のみが用いられており，直接的な検討に至っていない。 
第 3 に，申請者自身が論文内で述べたように，ASD における感覚・知覚の特異性や
中核症状は，生育歴や知能などといった個人要因が密接に関わる。しかし，論文内で
実施された研究ではこれらの要因の影響について考慮されていない。 
 
申請者が解明を目指す ASD の症状の背景にある特性および感覚・知覚情報処理の個
人差に関して真の理解に至るためには，これらの問題点を踏まえた更なる検証が今後
必要不可欠であると考えられる。 
 
 しかしながら，本論文に含まれる研究は，ほとんどが国際査読誌に原著論文として
公表済みであり，申請者が着実に研究成果を上げていることからも，上述の課題も順
次解明されることが期待できる。 
  
 なお，本審査委員会は審査の過程で，本論文の完成度をさらに高めるために限定的
な修正を求め，申請者はこの要求にもとづく修正を行った。 
 
 本審査委員会は本論文を総合的に判断し，その価値，意義および課題について検討
した結果，本論文が期待される要求水準を十分に満たしたものであり，博士学位の授
与に値すると判断する。 
 
 
 
